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平
成
十
九
年
度
『
熊
地
区
敬
老
会
お
祝

い
品
贈
呈
式
』
開
催
さ
る 

 

９
月
13
日
（
土
）
熊
地
区
敬
老
会
お
祝
い

品
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
残
暑
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
百
三

十
八
名
の
方

が
参
加
さ
れ

て
記
念
品
を

受
け
取
ら
れ

ま
し
た
。 

式
典
は
午

前
10
時
か
ら

始
ま
り
、
開

会
の
あ
い
さ

つ
に
つ
づ
い

て
物
故
者
へ
の
黙
祷
を
し
た
。
来
賓
と
し
て

大
村
衆
議
院
議
員
、
酒
井
県
会
議
員
、
刈
谷

市
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
市
長
寿
課
長
、

民
生
児
童
委
員
等
９
名
が
臨
席
さ
れ
ま
し

た
。 こ

の
日
は
刈
谷
市
内
で
熊
地
区
だ
け
が

敬
老
会
開
催
と
の
こ
と
で
、
大
村
議
員
さ
ん

刈
谷
市
長
さ
ん
の
ご

挨
拶
が
い
た
だ
け
ま

し
た
。 

数
え
八
十
八
歳
の

方
々
へ
は
刈
谷
市
か

ら
電
気
毛
布
と
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
梅

干
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
電
気
毛
布
は

竹
中
市
長
さ
ん
か

ら
、
梅
干
は
社
会

福
祉
協
議
会
長
さ

ん
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

敬
老
会
員
全
員

に
は
刈
谷
市
刈
谷

市
福
祉
協
議
会
共

同
で
あ
た
た
か
手

袋
と
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
刈
谷
市
長
寿

番
付
表
が
豊
田
自
動
織
機
か
ら
は
洗
剤
が
、

熊
公
民
館
か
ら
は
熊
地
区
長
寿
番
付
表
と

低
反
発
ご
ろ
寝
枕
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
米
寿
、
喜
寿
に

な
ら
れ
た
老
壮
会

員
に
は
養
命
酒
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
余
興
は
、
民

謡
愛
好
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
踊
り
と

カ
ウ
ア
イ
ラ
ン
ド

の
皆
さ
ん
に
よ
る
ハ

ワ
イ
ア
ン
と
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
同
じ
ハ
ワ
イ
ア

ン
の
伴
奏
で
子
ど
も

会
と
婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
歌
を
歌
い
ま
し

た
。 

 

熊
地
区
長
あ
い
さ
つ
文 

皆
様
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
深
谷
で
ご
ざ
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日

は
熊
地
区
敬
老
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
ご
多
用
の
中
、
ご
来
賓
の
方
々
を

初
め
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
は
、

熊
地
区
の
活
動

に
多
大
な
る
ご

協
力
と
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
重
ね
て
お

礼
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
本
日
の
熊
地
区
敬
老
会
に
当

た
り
、
人
生
の
先
輩
で
あ
り
ま
す
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
長
寿
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
日
の
敬
老
会
に
は
、
75
歳
以
上

の
皆
様
を
ご
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
は
三
百
四
十
八
名
で
昨
年

よ
り
14
名
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
熊

地
区
の
最
高
齢
者
は
98
歳
の
方
で
宝
町
に

お
住
ま
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
お
元
気

で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
熊

地
区
は
90
歳
以
上
の
方
が2

8

名
も
お
み
え

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
熊
地
区
は
ま
す
ま
す

活
気
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
少
し
話
の
内
容
を
変
え
て
一
言
申
し

上
げ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
日
の
敬
老

会
は
、
皆
さ
ん
の
長
寿
を
祝
う
事
は
勿
論
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
「
永
年
の
経
験

と
豊
富
な
知
恵
を
聞
く
日
」
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
頃
は
な
か
な
か

聞
く
機
会
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
今
日
の
よ

う
な
お
互
い
の
出
会
い
に
よ
り
、
歓
談
出
来

ま
す
こ
と
が
一
番
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
母
は
、
今
年
90

歳
に
な
り
ま
す
。
現
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。
何
と
か
元
気
で
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
母
と
会
話

を
し
て
い
る
と
、
80
年
前
の
子
ど
も
の
頃
を

思
い
出
し
て
は
よ
く
話
し
ま
す
。
や
は
り
、

人
間
年
老
い
て
も
現
在
よ
り
も
過
去
の
記

憶
の
方
が
鮮
明
ら
し
い
で
す
。
で
も
、
最
近

の
事
は
直
ぐ
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
た
く

し
も
同
様
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
昔
の
こ
と
で
も
か
な
り
参
考
に
な

る
話
は
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

「
皆
さ
ん
の
豊
富
な
経
験
と
豊
富
な
知
恵
」

「亀城と城下町」（古地図）に見入る人 
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が
現
代
に
と
っ
て
大
い
に
役
立
つ
時
代
だ

と
思
い
ま
す
。
（
特
に
最
近
は
変
な
事
件
が

多
い
世
の
中
で
す
か
ら
）
わ
た
く
し
た
ち
は

是
非
み
な
さ
ん
の
「
経
験
と
知
恵
」
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
お
貸
し
い
た
だ
き
、
時
代
の
う

ね
り
を
乗
り
越
え
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                     

                              

                       

万
灯
祭
り
に
参
加 

 

猛
暑
の
中
、
７
月
26
日
（
土
）
に
天
下
の

奇
祭
刈
谷
の
万
灯
祭
り
に
豊
田
自
動
織
機

と
熊
地
区
が
七
回
目
の
合
同
参
加
を
し
ま

し
た
。
地
区
参
加
者
（
地
区
委
員
、
地
区
委

員
Ｏ
Ｂ
、
公
民
館
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
、

神
社
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
な
で
し
こ
会
、
お

囃
子
）
は
百
三
十
九
名
、
午
後
1
時
に
刈
谷

白
米
前

を
出
発

し
て
、

豊
田
自

動
織
機

と
熊
地

区
の
皆

さ
ん
で
、

高
張
り

を
先
頭

に
お
囃

子
の
太

鼓
と
笛

に
あ
わ
せ
て
、
勇
壮
な
万
灯
を
舞
い
な
が
ら

町
内
を
歩
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
織
機
体
育
館
前
に
、
参
加
者
総
勢

三
百
人
が
勢
ぞ
ろ
い
。午
後4

時
に
出
発
し
、

市
内
行
進
を
し
ま
し
た
。
午
後8

時
に
東
陽

町
で
七
町
（
新
栄
町
、
銀
座
、
司
町
、
寺
横

町
、
東
陽
町
、
広
小
路
五
組
）
と
企
業
と
住

民
の
三
グ
ル
ー
プ
（
豊
田
自
動
織
機
と
熊
地

区
・
デ
ン
ソ
ー
と
桜
区
・
ア
イ
シ
ン
精
機
と

大
手
町
と
寿
町
）
が
集
合
し
て
万
灯
の
一
斉

舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
歩
道
は
観
客
で
超
満

員
、
歓
声
も
あ
が
り
、
ず
ら
り
と
な
ら
ん
だ

万
灯
は
壮
観
で
し
た
。 

 

年
々
住
民
の
方
々
が
万
灯
に
関
心
を
持

た
れ
、
一
緒
に
な
っ
て
祭
り
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
お
陰
で
熊
地
区
は
祭
り
で
活
気
に
あ
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ふ
れ
、
万
灯
祭
り
を
大
い
に
満
喫
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
多
く
の
方
々
か
ら

ご
祝
儀
ま
で
い
た
だ
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
参
加
の
皆
様
方
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

「
は
く
り
ょ
く
満
点
の
万
燈
祭
り
」 

 
 
 
 
 
 
 

五
年 

 

中
西 
美
樹 

 

七
月
二
十
六
日
に
、
熊
地
区
の
万
燈
祭
り

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
子
ど
も
会
で
は
っ

ぴ
を
借
り
て
万
燈
の
や
ぐ
ら
を
皆
と
い
っ

し
ょ
に
引
き
ま
し
た
。
大
人
の
人
た
ち
は
、

大
万
燈
や
中
万
燈
を
力
い
っ
ぱ
い
回
し
て

い
ま
し
た
。
回
す
と
き
、
は
く
り
ょ
く
満
点

で
、
少
し
こ
わ
い
く
ら
い
で
し
た
。
大
万
燈

は
、
と
っ
て
も
重
そ
う
で
し
た
。
中
万
燈
は
、

子
供
で
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

大
人
の
人
た
ち
が
だ
し
の
ま
わ
り
を
グ

ル
グ
ル
回
り
な
が
ら
、
大
き
な
声
で
「
そ
れ

っ
！
」
と
、
た
い
こ
や
笛
に
あ
わ
せ
て
元
気

よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
大
人
の
人
は
、
だ

し
の
上
に
乗
っ
て
、
皆
の
気
合
を
出
し
て
い

ま
し
た
。 

と
て
も
あ
つ
い
日
だ
っ
た
け
ど
、
せ
み
の

声
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
声
を
出
し
て
町
を

歩
き
回
り
、
願
い
が
と
ど
い
た
の
か
、
後
か

ら
大
き
な
雨
が
ふ
っ
て
き
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。 

夜
の
、
万
燈
も
家
族
と
見
に
行
き
ま
し
た
。

万
燈
に
明
か
り
が
入
り
、
と
て
も
き
れ
い
で

祭
り
も
も
り
上
が
り
、
と
て
も
楽
し
い
万
燈

祭
り
で
し
た
。 

 

 

 
 
 
 

「
ラ
ジ

オ

体

操
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

年 

高

津 

大
暉 七

月
三
十
日
と
三
十
一
日
、
ぼ
く
わ
、
熊

野
公
園
の
朝
礼
台
の
上
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
ま
し
た
。 

三
十
日
、
朝
礼
台
の
前
に
立
ち
、
ラ
ジ
オ

放
送
を
聞
い
て
い
る
間
、
ぼ
く
は
と
て
も
き

ん
張
し
て
、
心
が
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
し
た
。

友
達
が
来
て
、
い
っ
し
ょ
に
台
の
上
に
立
つ

と
、
一
人
で
は
な
い
の
で
、
少
し
お
ち
つ
き

ま
し
た
。
少
し
ま
ち
が
え
た
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
ま
ず
ま
ず
の
結
果
で
し
た
。 

三
十
一
日
、
び
く
は
本
当
は
早
起
き
が
苦

手
だ
け
ど
、
い
つ
も
よ
り
早
く
目
が
覚
め
、

時
間
通
り
に
、
公
園
の
朝
礼
台
の
前
に
着
き

ま
し
た
。
昨
日
よ
り
、
心
が
お
ち
つ
い
て
い

た
の
で
、
体
操
を
上
手
に
や
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

早
起
き
は
大
変
だ
け
ど
、
や
っ
た
後
の
気

持
ち
が
、
大
変
満
足
し
た
ラ
ジ
オ
体
操
で
し

た
。 

 

  

 
「
す
も
う
大
会
を
お
え
て
」 

五
年
小
塚 

素
久 

 

こ
と
し
も
の
夏
も
ア
イ
シ
ン
の
体
育
館

で
、
す
も
う
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

個
人
戦
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
一
回
戦
で

は
、
あ
ま
り
せ
め
な
か
っ
た
け
ど
勝
ち
ま
し

た
。
次
の
試
合
は
相
手
の
背
が
高
く
、
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
く
や
し
く
て
な
み
だ
が

出
て
き
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
、
ぼ
く
は
Ｂ

チ
ー
ム
の
大
将
で
し
た
。
四
回
の
取
り
組
み

の
中
で
、
二
回
勝
っ
て
二
回
負
け
ま
し
た
。

去
年
よ
り
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

 

来
年
は
六
年
生
と
し
て
最
後
の
大
会
と

な
る
の
で
、
個
人
戦
で
も
団
体
戦
で
も
メ
ダ

ル
を
取
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
今
日
負
け
た

相
手
に
は
、
も
う
負
け
ま
せ
ん
。 

    
   

老 

壮 

会 

だ 

よ 

り 
 

▽
6
月
8
日
（
日
） 

７
大
陸
の
最
高
峰
を
71
歳
で
登
頂
し
、

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
た
石
川
富
康

氏
の
講
演
会
、
96
名
の
聴
衆
で
盛
会
で
あ
っ

た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

▽
6
月
10
日
（
火
） 

熊
野
神
社
前
庭
の
植
木
の
整
枝
と
下
草

刈
り
を
役
員
20
名
で
実
施
。 

▽
6
月
18
日
（
月
）・
19
日
（
火
） 

親
睦
旅
行
、
御
岳
・
上
高
地
の
周
遊
を

大
町
温
泉
泊
で
実
施
。
雨
も
降
ら
ず
ま
ず

ま
ず
の
旅
行
日
和
。
80
歳
以
上
8
名
を
含

む4
2

名
で
、
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。 

▽
7
月
15
日
（
火
） 

イ
ェ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
。
夏
の
交
通
安
全
市
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竹中市長のあいさつ 

民
運
動
に
参
加
。 

▽
7
月
30
日
（
水
） 

熊
老
壮
会
だ
よ
り2

号
発
行 

▽
9
月
13
日
（
土
） 

公
民
館
主
催
熊
地
区
敬
老
会
。
会
員
の

多
く
が
招
待
を
受
け
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

▽
9
月
21
日
（
日
）
～
30
日
（
火
） 

秋
の
交
通
安
全
市
民
運
動
に
参
加
。 

▽
9
月
22
日
（
月
） 

秋
の
交
通
安
全
市
民
運
動
の
交
通
安
全

出
陣
式
に
４
役
参
加
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

▽
9
月
30
日
（
火
） 

刈
谷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
10
名
の
選
手
が
瀬
エ

ン
ト
リ
ー
。
刈
谷
総
合
運
動
公
園
で
初
挑

戦
。
祈
健
闘
。 

▽
以
後
の
主
な
行
事 

10
月
9
日
（
木
）
社
会
奉
仕
・
熊
野
神
社

前
庭
の
清
掃
11
月
8
日
（
土
）
9
日
（
日
）

熊
市
民
文
化
展
参
加
12
月
1
日
（
）
～
10

日
（
）
年
末
交
通
安
全
市
民
運
動
参
加
12

月
8
日
（
月
）
老
壮
会
忘
年
会
12
月
19
日

（
金
）
・
市
老
連
主
催
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
ひ
ま

わ
り
） 

 

 
   

 

平
成
２
０
年
度 

熊
地
区
夏

祭
り
開
催
さ
る 

 

8
月
2
日
（
土
）、
3
日
（
日
）
に
熊
野

公
園
に
て
、
熊
地
区
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

今
年
は
例
年
に
無
く
、
暑
い
夏
と
な
り
、

両
日
共
猛
暑
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
日

が
約

7
0

0

名
、
2
日
が
約

8
0

0

名
の
参
加

者
に
よ
り
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
熊
地
区
民
、
事
業
所
、
商
店
の
方
々
の
協

力
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

前
日
、
8
月
1
日
（
金
）
猛
暑
の
中
朝

か
ら
公
民
館
役
員
と
地
区
委
員
に
て
、
豊
田

自
動
織
機
様
に
よ
り
盆
踊
り
用
櫓
及
び
電

気
工
事
を
施
工
頂
い
た
熊
野
公
園
へ
、
市
民

館
か
ら
夏
祭
り
用
器
具
、
装
置
、
抽
選
会
の

景
品
等
を
搬
入
し
、
テ
ン
ト
3
張
り
を
立
て
、

櫓
の
装
飾
、
証
明
、
提
灯
等
の
準
備
い
た
し

ま
し
た
。 

 

初
日
の
、
8
月
2
日
は
、
他
の
行
事
と

重
複
し
た
た
め
参
加
人
員
が
心
配
さ
れ
た

が
、
思
い
の
ほ
か
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
準

備
し
た
抽
選

用
の
う
ち
わ

も
全
数
売
り

切
れ
ま
し
た
。 

 

午

後

6

時
、
子
供
会

の
行
事
が
始

ま
り
、
午
後

7
時
か
ら
か
開
会
式
後
盆
踊
り
が
民
踊
愛

好
会
、
公
民
館
婦
人
部
、
地
区
の
方
々
に
よ

り
実
施
さ
れ
、
午
後
7
時
45
分
か
ら
、
子

供
用
の
抽
選
会
が
あ
り
、
8
時
よ
り
2
回

目
の
盆
踊
り
が
実
施
さ
れ
、
8
時
45
分
よ

り
大
人
対
象
の
抽
選
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
注
目
の
1
等
賞
の
自
転
車
は
板
倉
町
の

方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
9
時
無
事
に

1
日
目
を
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

午
後
6
時
か
ら
、
冷
茶
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

ビ
ヤ
ー
ガ
ー

デ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
、

刈
谷
市
長
の

竹
中
様
に
祝

い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、

み
ん
な
が
ハ

ッ
ス
ル
し
ま

し
た
。
他
に

衆
議
院
議
員
大
村
様
の
奥
様
、
刈
谷
市
役
所

生
涯
学
習
課
、
豊
田
自
動
織
機
豊
田
様
の
、

陣
中
見
舞
い
を
う
け
ま
し
た
。 

 
翌
日
、
8
月
3
日
（
金
）
は
、
午
後
6
時

よ
り
前
日
と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
て
、
２

日
目
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
6
時

よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
キ
ヤ
ッ
チ
の
取

材
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
報
道
は 

8
月

4
日
（
月
）、
8
月
5
日
（
火
）
に
テ
レ
ビ

放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

 

注
目
の
抽
選
会
1
等
賞
自
転
車
は
、
熊
野

町
の
婦
人
会
役
員
様
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
し
た 

 

8
月
5
日
に
後
片
付
け
も
公
民
館
役
員

に
よ
り
終
わ
り
ま
し
た
。
大
過
な
く
無
事
に

夏
祭
り
の
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
事
、
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
回
の
熊
地
区
夏
祭
り
開
催
に

関
し
て
、
消
防
第
4
分
団
の
方
々
、
熊
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
々
、
地
区
委
員
の
方
々
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
記 

公
民
館
長 

佐
藤 

正
道
） 

 

「
楽
し
か
っ
た
夏
休
み
」 

五
年
岩
月 

俊
樹 

 

８
月
２
日･

３
日
に
、
夏
祭
り
が
あ
り
ま

し
た
。
最
初
に
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
を
や
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、 

ヨ
ー
ヨ
ー
を
つ
る
こ
と
が
で
き
楽
し
か
っ

た
で
す
。
そ
の
後
、
お
た
ま
で
ゲ
ッ
ト
を
や

り
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
た
く
さ
ん
お
菓
子

が
取
れ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 
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盆
踊
り
が

始
ま
る
と
、
ぼ

く
は
、
た
い
こ

を
思
い
切
り

た
た
き
ま
し

た
。
今
年
は
、

や
が
ら
の
上

で
た
く
さ
ん

た
た
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
う
ち
わ
の
、
抽

選
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
抽

選
場
所
に
い
ま
し
た
。
ぼ
く
の
う
ち
わ
の
番

号
が
、
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
、

１
等
が
当
た
り
ま
し
た
。
と
っ
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。 

 

２
日
間
と
も
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
夏

祭
り
で
た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

    

夏
祭
り
を
終
え
て 

婦
人
会
会
長 

 

中
村
朋
子 

酷
暑
が
続
く
中
、

今
年
も
熊
地
区
夏
祭
り
が
８
月
２
日
、
３
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

６
月
か
ら
２
ヶ
月
に
渡
る
練
習
に
は
本

当
に
沢
山
の
方
に
来
て
頂
き
，
嬉
し
い
驚
き

で
し
た
。
又
、
民
謡
愛
好
会
の
皆
様
の
丁
寧

な
ご
指
導

で
、
初
め
て

参
加
し
た

人
も
体
が

自
然
に
動

き
出
す
程

に
な
り
ま

し
た
。
３
日

は
キ
ャ
ッ

チ
の
撮
影

が
あ
り
、
後

日
、
勇
壮
な

太
鼓
チ
ー
ム
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
新
曲
を

含
む
９
曲
を
楽
し
く
舞
い
踊
る
皆
様
の
姿

が
映
し
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

婦
人
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
こ
の
様
に

無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
陰
で

尽
力
し
て
頂
い
た
地
区
の
皆
様
、
民
踊
愛
好

会
の
皆
様
、
そ
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
の
お
陰
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！ 

   

水
も
滴
る 

わ
ん
さ
か
祭
り 

 

婦
人
部 

神
谷
智
子 

 

ド
ン
・
ド
ン
・
ド
ン
タ
カ
タ
ッ
タ
、
ド
ド

ン
が
ド
ン
！
太
鼓
の
音
が
ど
こ
か
ら
か
鳴

り
響
く
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
心
躍

ら
せ
市
民
館
に
向
か
い
、
太
鼓
の
練
習
に
精

を
だ
し
、
大
人
は
盆
踊
り
の
練
習
に
精
を
だ

す
。
子
ど
も
も
大
人
も
、
胸
弾
む
夏
祭
り
が

い
よ
い
よ
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
８
月
１６

日
の
わ
ん
さ
か
祭
り
で
は
、
揃
い
の
浴
衣
を

身
に
ま
と
い
、
２２
地
区
の
婦
人
会
の
仲
間
が

５
連
、
６
連
の
輪
を
作
り
、
太
鼓
に
合
わ
せ

て
踊
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
達
熊
地
区
の

指
定
曲
は
「
し
ん
ち
ゃ
ん
音
頭
」
腰
を
振
り

ふ
り
、
し
ん
ち
ゃ
ん
に
変
身
し
ま
し
た
。
途

中
、
ス
コ
ー
ル
に
見
舞
わ
れ
、
ど
う
な
る
の

か
心
配
し
ま
し
た
が
、
水
も
滴
る
？
雨
も
滴

る
い
い
女
と
な
り
？
無
事
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

 

        

な
で
し
こ
会
れ
ん
ら
く
ち
ょ
う 

 

広
報
担
当 

 
大
霜 

允
子 

熊
地
区
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
例
年
に
な

い
暑
い
夏
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

熊
市
民
館
で
の
サ
ロ
ン
へ
の
お
出
掛
け
の

際
は
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

行
事
の
七
夕
祭
り
、
な
ご
や
か
交
流
会
も

交
通
安
全
講
話
、
そ
し
て
食
事
会
と
日
々
過

ぎ
て
い
ま
す
。
敬
老
会
に
は
、
皆
様
お
元
気

に
参
加
し
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

な
で
し
こ
会
で
は
、
10
月
５
日
（
日
）
９

時
か
ら
16
時
ま
で
刈
谷
市
市
民
会
館
周
辺

に
て∧

福
祉
健
康
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
２
０
０

８∨

が
開
催
さ
れ
、
お
手
伝
い
参
加
い
た
し

ま
す
。
当
日
は
い
ろ
い
ろ
な
方
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
が
模
擬
店
な
ど
出
店
し
賑
や
か

な
一
日
と
な
り
ま
す
。 

皆
様
の
お
出
掛
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
11
月
に
は
熊
文
化
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
い
集
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

∧

明
日
は
わ
が
身
、
仲
間
作
り
を
し
ま
し

ょ
う
！∨

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

（Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
六
六
―
二
二
―
二
九
四
〇
） 

  
     

 

婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

わんさか躍りで披露しました 
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熊
野
神
社
総
代
会
会
長 

池
田 

宏 

日
頃
は
、
熊
野
神
社
の
運
営
に
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
熊
野
神

社
協
力
金
」
で
は
多
く
の
皆
様
に
ご
寄
進
を
頂

き
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
主
な
行

事
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

氏
子
総
代
十
四
名
は
、
皆
様
に
気
持
ち
よ
く

参
拝
し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
お
参
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

・
十 

月
十
二
日
（
日
）
例
祭    

（
大
祭
） 

・
十
二
月
十
四
日
（
日
）
新
嘗
祭  

（
大
祭
） 

山
の
神
社
（
中
祭
） 

・
十
二
月
三
一
日
（
水
）
大
祓
い
式
（
諸
式
） 

・ 

一
月 

一
日
（
木
）
厄
除
祈
願 

歳
旦
祭  

（
中
祭
） 

・ 

二
月 

八
日
（
日
）
紀
元
祭  

（
中
祭
） 

・ 

三
月 

八
日
（
日
）
祈
年
祭  

（
大
祭
） 

  

熊
地
区
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
を
実
施 

 

 

8
月
24
日
（
日
）
午
前
9
時
半
か
ら
12
時

ま
で
熊
地
区
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
を

熊
市
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

自
主
防
災
会
の
組
織
メ
ン
バ
ー
と
熊
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
、
な
で
し
こ
会
、
神
社
総

代
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
総
勢

8
0

名
で
し

た
。 訓

練
内
容
は 

愛
知
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
間
瀬
講
師
に
よ

り
身
近
に
あ
る
も
の
で
誰
で
も
簡
単
に
作

れ
る
非
常
用
マ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
イ
レ
の

作
り
方
と
実
技
指
導 

特
に
災
害
時
に

は
家
庭
で
手
作

り
ト
イ
レ
を
作

る
こ
と
が
、
い

か
に
大
切
で
あ

る
か
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。 

防
災
ビ
デ
オ 

救
出
救
護
訓
練
（
救
助
器
具
取
り
扱
い
・
三

角
巾
法
・
搬
送
法
） 

非
常
食
の
炊
き
出
し
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
利

用
）
訓
練
及
び
配
給
（
刈
谷
市
赤
十
字
奉
仕

団
の
協
力
に
よ
り
）
「
明
日
に
で
も
起
こ
る

大
地
震
か
ら
自
分
、
家
庭
、
地
域
住
民
を
ま

も
る
た
め
に
・
・
・
・
・
」
参
加
者
全
員
が

訓
練
に
真
剣
に
訓
練
名
連
に
取
り
組
ま
れ
、

質
疑
や
応
答
も
あ
り
、
防
災
意
識
が
高
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
機
会
あ
る
ご
と
に
、

各
種
の
防
災
訓
練
の
実
施
を
し
て
参
り
ま

す
。 

 

編集後記  

 


